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要　旨
　木星縞模様は大気成分の分布の差異と考え、緯度別の分光データを解析した。その結果、NH₃は緯度に応じて変化を示し

た一方CH₄は変動が小さく、一部でのみ高緯度での吸収帯深度上昇が見られた。よって木星の緯度ごとに異なる大気構造

があることが示唆されたが、物質によってその異なり方に違いがあることが分かった。 

１．背景・目的 
木星大気の特徴としてはっきりと色の分かれた縞模様がある。もし天2023ではこの縞模様を物質の緯度分布差と考え、

CH₄・NH₃の偏りを示したが、散乱や雲高の影響が十分考慮されていなかった。そこで本研究では、縞・帯ごとの物質分布差

を確かめるために、手法を変え再解析を行った。 

2．観測
　今回の研究では、別条件で取得した2種類の分光データを用い、それぞれ独立なデータとして解析した。 

　2023年1月24日、仙台市天文台のひとみ望遠鏡を用いた木星とスペクトル標準星（HR718)のデータと、2025年3月

26日、美星天文台の口径101cm望遠鏡を用いた木星とスペクトル標準星（HR4963）のデータである。 

3．研究手法
　可視域低分散分光器を用いてスリットを（図1）のように当て、仙台市天文

台では20秒、美星天文台では10秒の積分時間で分光観測を行った。デー

タに1次、2次処理を施した後、緯度ごとにスペクトルデータを取得した。そ

の後、吸収帯周辺の連続光強度の代表値を近似直線を用いて求め、吸収帯

深度を規格化した。　誤差について、規格化に用いた連続光推定値の不確

かさが、吸収帯深度にどの程度伝播するかを評価した。 

　解析に使用した吸収帯波長は、6193Å付近のCH₄吸収帯と6497Å付

近のNH₃吸収帯である。これは前回研究のデータと比較するため、また地

球大気の影響を避けるためである。 

４．結果
　仙台市天文台のデータ（図2)では、

NH₃に関しては北緯52°での吸収帯深度

上昇と、北緯32°付近での弱い減少が見

られた。CH₄に関しては極に向かうにつ

れ、緩やかな上昇が見られた。 

　美星天文台のデータ（図3)では、NH₃

では高緯度での吸収帯深度上昇と、赤道

帯での減少が見られた一方、CH₄に関し

てはほとんど変化が見られなかった。 

　 

５．考察 
　NH₃について、どちらの観測データからも、極域から赤道域にかけてNH₃吸収帯の形成に関与する大気構造が変化してい

ることが示唆された。これは先行研究[1]の中間赤外線での観測結果と一致する。 

　CH₄に関して、赤道近くでは両データでほとんど値が変わらない。雲頂圧、光学的厚さ、散乱特性など複数要因による影響

によって変化が相殺されていることや、この領域でCH₄の割合が少ないことが考えられる。一方高緯度では仙台市天文台で

の観測のみ上昇が見られた。先行研究[3]より極域にはCH₄に富んだヘイズが観測されていることから、サチュレーションの

影響や、極域のデータが観測結果に含まれていなかった可能性が考えられる。 

本研究に際し、東北大学理学部板由房先生、美星天文台伊藤亮介様、もし天2023の皆様、２０２４年度星の学校の皆様に

は多大なるご助力を賜りました。この場を借りて深く御礼申し上げます。 
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要 旨
メタンバンドࣃスフ࢕ルター(889nm・༙値幅8nm)によるᮌ星像、ᮌ星のス࣌クトル画像ならびにᮌ星のス࣌クトル画

像よりసᡂした727nm௜近のスࣜットス࢟ャン画像を比較し、ᮌ星表ᒙ部の構㐀について検討する。

１．研究ືᶵ
本校地学部は⥅続的にᮌ星の⦋度ẖのス࣌クトルの比較に取り組ࢇでおり、ここ数年の⤒⦋は次の通りである。

2021年度は஧次ス࣌クトルの㝖ཤにR1フ࢕ルターの౑用が有ຠと確認、2022年度はスࣜットࣗࣅーワの導入により画

像⢭度が向ୖ、2022㹼2024年度にかけての観測でᮌ星の⦤ᶍ様を反映したス࣌クトル画像を安定的に得る技術を確立

し、᫖年度は、ᮌ星のス࣌クトル画像とスࣜットス࢟ャン画像をసᡂ、メタンバンドフ࢕ルターによるᮌ星像の画像

సᡂ方法を確立した。本年度は、ㄢ題のṧった画像の⢭度について、機ᮦの変᭦等を通して᮲௳をᩚえ、ᨵめてメタ

ンバンド画像について比較および検討を行うとともに、より安定した撮影技術の確立を目指すこととした。

２．観測に࡚࠸ࡘ
(1)観測ᮇ間 2026年1月9日より⥅続୰  (2)観測ሙᡤ 本校ᒇୖ

(3)୺な観測機ᮦ

ձス࣌クトル画像およびスࣜットス࢟ャン画像用:FC100DZ鏡⟄(タカࣁシ)、R1フ࢕ルター【以下、R1_f】(Kenko、㏱

㐣ᇦは640nm以ୖ)、2ಸバローレンズ(カサイトレーデ࢕ング)、スࣜットࣗࣅーワおよび分光器VEGA(᫛࿴機Ე〇స

ᡤ)、෭༷CCDカメラ(Atik Titan)、波長校正用Ne光※(ࣜࢼカ) 

ղメタンバンド画像用:FL102S鏡⟄(Vixen)、LV5mmアイࣆース(Vixen)、2ಸバローレンズ(Vixen)、メタンバンドࣃス

フ࢕ルター【以下、&+΅BI】[889nm・༙値幅8nm](Baader Planetarium)、SKYRIS(CELESTRON)

(4)౑用ࢯフト

Artemis Capture、iCap2.5、Stella Image9、RegiStax6、Makali`i、Microsoft Excel

３．᧜ᙳ
(1)ス࣌クトル画像

ձス࣌クトル画像は、Artemis Captureで撮影する。

ղ波長௜け用にNe光※を㔜ࡡた画像についても同様に撮影する。波長௜けについては、理科年表[1]による᪤▱の㍤⥺ス

࣌クトルの波長を、撮影した画像のࣆクセル位置に対ᛂさせて得られる関数で行う。౑用する᪤▱の㍤⥺ス࣌クトルは

以下の1㹼4である。

1. R1_fによるⓑ⇕㟁球のス࣌クトル    ���&+΅BIによるⓑ⇕㟁球のス࣌クトル

3. Ne光※㸩R1_fによるᮌ星のス࣌クトル  ���&+΅Bfによるᮌ星のス࣌クトル

(2)スࣜットス࢟ャン画像

ձスࣜットの向きが㉥⤒⥺とᖹ行になるように調ᩚする。

ղ㉥㐨൤の㥑動を対ᜏ星時99%とし、スࣜットをᮌ星が通㐣する間をArtemis Captureで撮影する。

ճ(2)ղの画像から、≉定波長のᮌ星全面像をసᡂする。

(3)メタンバンド画像

ձCH΅_fを装╔したSKYRISでiCap2.5により動画(58秒)として撮影したものをRegiStax6で処理し画像に変᥮する。

ղ(3)ձで得られた画像の༡北方向の最大ᚄにあたる部分について、Makali`iによってカ࢘ント値を取り出して㍤度値

とし、さらにその最大値で㝖算したものを相対㍤度値とする。

４．結果と今後の展望  
&+΅BIを用いた889nmのメタンバンド画像については、前ᅇと異

なる鏡⟄とアイࣆースを用いたことによって᫖年度よりも⢭度

の高い撮影が可能となった。図1、図2の画像をもとに相対㍤度

値を求めたものが図3、図4となり、&+΅BIの有↓による相対㍤度

値に大きな変化はなかった。明部でᮌ星表ᒙにおける波長889nm

の光の྾収がᑡなく、ᮌ星の明ᬯのཎᅉは、光を反射する㞼の

高さによるᐤ与が大きいと考えることができる。727nm௜近のス

ࣜットス࢟ャン画像でも&+΅BIによる撮影と同様の傾向が見られ

るか࡝うかについては、露出時間や౑用機ᮦを変᭦した撮影を

行い、画像処理や波長௜けを施し、口頭および࣏スター発表に

向けて比較および検討を㔜ࡡていきたい。
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